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　社名の中の「発条」は「ばね」という意味ですが、実
際のビジネスとしては、自動車用のシートや懸架ばね、
ＨＤＤ用サスペンション、半導体検査用各種部品等々、
多種多様な製品を製造しています。「ばね」一つを見て
もサイズでは、大は橋梁耐震装置用の外径 70cm 級の皿
ばねから、小は半導体検査用プローブに使われる外径 60
ミクロン級の巻きばねまであります。従って、ものつく
りの立場からは、各々に適した製造技術や生産技術の開
発、日常的な見直し等を継続していくことがその競争力
を維持していく上で不可欠です。また、近年、途上国等
海外需要の拡大と昨今の大幅円高を背景に生産拠点の現
地化が進んでおり、日本発条グループでも、現在 8 カ国
22 社の海外関連会社がありますので、日本での「ものつ
くり力」の移植、現地に適した「ものつくり」改善が必
要になっています。
　前置きが長くなりましたが、このような背景から、マ
ザー工場の役割を持つ国内の工場を中心に「ものつくり」
の体質強化を実施してきていますので、一部その内容を
ご紹介いたします。この活動は、「ものつくり革新」とし
てまとめており、半年を単位に国内全 14 工場が、生産
性の向上、品質の作りこみ等について、対象職場やテー
マを選定し活動を進めます。テーマの重点は折々で変化
がありますが、現在は、リーマンショックや東日本大震災、
タイ大洪水等で対応力不足を再認識した、「量変動に即応
できる柔軟な生産の仕組み強化」を共通の課題としてい
ます。
　｢生産性の向上｣ の手法は多様ですが、この活動では工
程や製造方法の見直し等による徹底的なムダの排除を主
眼としています。これは「商品の売値は顧客が決める」
ものとの基本認識から、売値を上げられないとすれば「利
益増加の源泉としては原価低減」が不可欠であり、「原価
低減を実現するための生産性向上」、そして「あらゆるム
ダ」を発見して撲滅する不断の改善が必要となるからで
す。具体的には、添付図に示すような 7 種類の「ムダ」
にメスを入れ、各工場でのものつくりの現場の実態を詳

細に把握することから始めます。特に、人とモノの流れ
の分析による徹底的な「一人工の追求」を行ない、「目
無しの少人化」を進めるとともに、必要があれば「根が
生えている」と考えがちな大型設備等の配置見直しにも
当然に踏み込みます。
 　同時に、材料投入からお客様に製品が届くまでのリー
ドタイムの短縮も重要です。活動の結果として、資材や
工程内在庫、製品在庫が顕著に減少する等の成果が見え
ることで、現場メンバーの志気も上がります。「景色が
変われば意識が変わる」と言われる所以です。
　一方、「ものつくり革新」では、品質向上の鍵となる
重要工程の徹底的な改善を行なう「ダントツ品質の実現」
という活動も実施しています。「品質は工程で作りこむ」
という言葉を聞かれたことがあると思いますが、次工程
という ｢お客様｣ に不良を流さないことを徹底するため、
その工程で「工程内不良ゼロ」即ち「不良がでない工程
つくり」を追求しています。「ダントツ」の定義は「工
程内不良ゼロを 10 日間継続」です。この実現には、生
産部門のみならず、各種の技術部門も一緒に取り組んで、
不具合現象特定、発生メカニズム検討・解明、対策の立
案、効果確認等を繰り返すという、総合的な活動が必要
であり、関係者の一致した強い達成意欲がないと実現で
きない高い目標です。
　これら「ものつくり」活動については、成果の定着と
横展開が無ければ意味がありませんので、成果の標準作
業マニュアル等への落とし込み、日常の生産現場におい
て ｢愚直に守る｣ ことの教育・指導、更に、成功案件ほ
ど次の改善を考えること等を求めています。
最後に、弊社はばね鋼を始め多くの鉄鋼材料を使う業態
ですが、海外生産の拡大に伴い、現地で入手できる鉄鋼
素材や現地調達設備での生産を一層増やしていく必要が
ありますので、それらを使っても、国内産資材使用の場
合と同等とは言わないまでも、一定以上の製品品質の作
りこみができるようにという圧力は強く、このためにも、
終わりの無い改善が求められています。

 　ものつくりの現場から
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「鉄鋼材料の革新的高強度・高機能化基盤研究開発」プロジェクトの研究成果概要
高温クリープサブグループ（SG）

鉄鋼材料研究部　主席研究員　吉田 周平

１．はじめに
　NEDO「鉄鋼材料の革新的高強度・高機能化基盤研究
開発」プロジェクトは、多大なる成果を残し平成 24 年
2 月で終了した。本報では、前月度に引き続き高温クリー
プ SG について、その成果の概要を報告する。

２．研究目標および成果概要

［目標］
　700℃級超々臨界火力発電 (A-USC) 用耐熱材料として、
① 650℃（フェライト系鋼）、700℃（オーステナイト系鋼）、
750℃（Ni 基合金）で 10 万時間クリープ強度 100MPa
を実現できる合金設計指針の提示および
②予測時間精度 Factor of 1.2 の高精度クリープ強度予測
法の確立を達成する。

　　　　　　　　　　　　　　　　                      図１　組織診断プラットフォームの概要
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［成果］
（１）平成 21 年度までの研究によって、所期の目標を達
成し、世界最高強度を有するフェライト系鋼、オーステ
ナイト系鋼および Ni 基合金の合金設計指針を提示した。
また、母材と同等の溶接継手強度を有する新開発フェラ
イト系鋼については、国際規格への登録を目的とした
データ取得を行った。

（２）損傷データベースと強度予測プラットフォームの
構築を行うとともに、組織パラメータを基にした劣化診
断手法を開発し、開発材料および既存の高強度材料を
Factor of 1.2 の高精度でクリープの寿命評価と長時間強
度予測を行うことができる基盤技術を確立した。（図 1）
またその劣化診断手法の一例として、オンサイト型ポー
タブル陽電子寿命測定装置を図 2に示す。

　　　　　　　                                           図２　オンサイト型ポータブル陽電子寿命測定装置 *

＊図 1･2 には第 2 回成果報告シンポジウム展示ポスターを掲載した。NEDO の提供に謝意を表する。
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　平成 24 年度の予算が決まり、その中で金属系材料の製造及び利用に関する研究開発における主な継続プロジェクト
の研究開発について、今年度の計画内容を表に示す。
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注：平成 24 年度中の提案応募等の活動によって、追加プロジェクトがありうる。


